
第3次七戸町長期総合計画策定のための 

高校生ワークショップ報告書 

 

◼ 高校生ワークショップの目的と趣旨 

 第3次七戸町長期総合計画の策定に向けて、次世代を担う若い世代の、まちづくりに

対する想いをきくための機会として開催しました。 

ワークショップを通じて七戸町の現状に共通の認識を持ち、より良い七戸町として

いくための方向性について参加者の理解を深めます。そして、七戸町の将来像につい

て意見やアイデアを抽出し、計画策定のための基礎資料として反映させることを目的

とします。 

 

 

 

◼ 各回の開催概要と実施の様子 

第３回 グループワーク② 

（1）日 時 令和7年2月12日(水) 13：25～15：15 

（2）場 所 青森県立七戸高等学校 多目的室 

（3）参加者 13名  

（4）次 第 

① 開会宣言 

   ② オリエンテーション 

・前回のグループワークで出た意見の振り返り 

・今回の作業についての説明 

   ③ グループワーク 

・10年後の七戸町において「良くなりそうなもの」を実現するには、「悪くなり 

そうなもの」を防ぐためにはどうすれば良いか、その方法について意見を抽出 

する 

・まとめと発表準備 

   ④ 各班成果発表 

⑤ 高校生ワークショップの総括  



（5）実施内容 

 

① 開会宣言 

・七戸町役場企画調整課 山本課長補佐より開会宣言。 

 

 

② オリエンテーション 

・前回のグループワークで出た意見を全員で振り返りました。 

・今回のグループワークの作業内容と流れを確認しました。 

 

 

③ グループワーク 

・A、Bの2班に分かれ、各班1名ずつリーダーを指名しました。 

・10年後の七戸町において「良くなりそうなもの」「良くなりそうなもの」を実現する 

には、「悪くなりそうなもの」を防ぐためにはどうすれば良いか、その方法について 

各自の意見をポストイットに記入しました。 

  ・各自の意見を班員に説明しながら、各テーブルに広げられた模造紙に貼り出し、班の 

中で意見を共有しました。 

・類似する意見や関連性が高い意見をまとめて見出しを付けたうえで、さらに細分化し 

たり、因果関係にある内容や相互に影響し合う内容（まとまり）をつなげるなどして 

整理しました。 

・各班成果発表に向け、発表する内容と代表者を決めました。 

 

 

④ 各班成果発表 

・B→A班の順で、グループワークで出た意見やまとめた内容を発表しました。 

 

 

⑤ 高校生ワークショップの総括 

 ・七戸町役場企画調整課 田中課長より、全３回のワークショップを終えての総括。 

  



（6）要 旨 

 

グループワークにおいては、各班で活発な意見交換が交わされました。 

各班に共通した意見として、七戸十和田駅周辺への商業施設整備や大手飲食企業の

誘致、空き地や廃校施設などを再利用すること、町イベントの運営方法やSNSを活用

した情報発信、さらには、町の活性化のための支援を募るクラウドファンディング

（募金）を実施するなどの意見が挙げられました。 

各班の特徴をみると、A班では農業従事者の減少を抑制するため、新規就農者に対 

する重点的な支援として、土地や機械設備の購入など初期費用の補助を行うことが挙

げられました。「支援」に関連して、少子化や転出による人口減少に対する補助金制

度をつくるという意見も挙げられました。分野の関連付けでは、「商業」「観光」

「宿泊」の取組みが結びつき、観光産業の発展につながるとの意見がまとめられてい

ました。 

B班では、教育機関と連携して農業や歴史文化に触れる機会を創出すること、観光 

客数を増加させるため、町営スキー場や温泉、プールなどの既存施設の整備を行うこ

と、SNSの具体的な活用方法について意見が挙げられました。「政策」の分野では役

場に意見箱を設置するという意見があり、住民の声を気軽に届けられるようにするこ

とで、開かれた行政運営を期待する声もありました。分野の関連付けでは、「観光」

産業発展のための「交通」機関の整備、町の「商業」活性化のためには町内外の「企

業」との連携が不可欠である、と結びつけられていました。 

10年後の七戸町をより良いものにするための具体的な対策として、高校生ならでは

の豊かな感性を生かした意見が挙げられていました。参加者は、町の強みを理解し、

さらに弱みも認識しており、七戸町の住民として日頃から各々が町に対する視点を持

っていることが伝わりました。 

  



（7）詳 報 

 

【 A班 】 

分 類 意 見 

商業 

・駅に商業施設をつくる。 

・駅の中や近くにもっと商業施設をつくる。 

・七戸十和田駅周辺にいろんな店をつくる。 

・プールなど公共施設の建設。 

・動物と触れ合えるような機会をつくる。 

・チェーン店の誘致を行う。 

・若者向けの施設をつくる。 

宿泊 
・ホテルなどの宿泊施設の誘致。 

・スキー場の近くに温泉やホテルをつくる。 

観光 
・馬力大会を大規模でやる。 

・行事を減らして、1つの行事を大規模で行う。 

PR 

・（七戸町の特産品を）ふるさと納税の返礼品としてPR。 

・各学校のPR動画をつくる。 

・農業の魅力を発信する。 

・SNS で支援（を行っていること）のアピール。 

支援 

・SNS で支援（を行っていること）のアピール。（再掲） 

・若者向けの補助金。 

・新生児を支援する制度をつくる。 

・七戸十和田駅周辺に住みやすくする制度を充実させる。 

・機械を買うなど、農業にかかるお金を補助。 

・土地を安く貸すなど、農家さんのための支援を手厚くする。 

農業 

・機械を買うなど、農業にかかるお金を補助。（再掲） 

・土地を安く貸すなど、農家さんのための支援を手厚くする。（再掲） 

・農業の魅力を発信する。（再掲） 

・高校生などに農業体験をしてもらう。 

・余裕のある人や、農業をやりたいと思っている人たちを集めて、農業をし

てもらう。 

募金 
・町民から募金してもらう。 

・城跡の（保護、活用のための）募金を呼び掛ける。 

再生 

・城跡の（保護、活用のための）募金を呼び掛ける。（再掲） 

・使わなくなった学校を再利用する。 

例）企業に買ってもらって新しい遊び場をつくる。企業と町の協力。 

・荒地を整備して、家などを建てて売る。 

・空き家をリフォームして利用。 



・道路を再整備する。 

交通 
・道路を再整備する。（再掲） 

・これ以上バスの便を減らさない。 

 

 

  



【 B班 】 

 

分 類 意 見 

商業施設 

・土地の利用。→商業施設を建てる。（ショッピングセンター田清跡や七戸

体育館跡、野田食品寺裏店跡など。） 

・駅の近くに娯楽施設を増やす。 

・道の駅をもっと満足度の高いものにする。 

・ホテルをつくる。 

・マクドナルド、モスバーガー、すき家、スターバックス、カラオケなどの

娯楽を増やす。 

・アリーナの近くにカフェをつくる。 

・町中の空いている場所を使って貸し出しをする。 

観光 

・スキーの良さをもっと全面に出してスキーをしに来る人や外国人を増や

す。（ナイターのライトアップの様子を写真に撮り、キレイさを伝え

る。） 

・スキー場を宣伝する。魅力を増やす。 

・温泉がいっぱいあるので、草津温泉みたいにして外国人など観光客を増や

す。 

・SNS などを利用して、観光名所を今よりPRする。 

・地域の行事をSNS などで発信する。 

・温水プールがあることをSNS でもっと大きく出す。 

・NAMIKI ジェラートを、SNSなどでもっと大々的に取り上げる。 

・Wi-Fi を使える場所を増やす。 

【イベント】 

・地域での交流。祭りやイベント、行事の様子を綺麗に撮り、SNSにアッ

プする。 

・祭り開催日を、他の市町村と被らせない。 

・祭りの日数を多くする。 

【城跡】 

・小中学生による七戸城跡の史跡整備体験を実施する。 

・城跡に関するものを展示したイベントを企画する。 

交通 

・歩道を整備する。 

・シャトルバスを分かりやすくする。 

・バスの運転手の給料を上げる。 

・バスや電車の便を増やす。 

企業 

・お金を募る、クラウドファンディングを企画する。 

・働ける会社を誘致する。（大手企業や派遣会社など大きな会社） 

・保護猫と触れ合えるカフェを建てる。 



政策 

・子ども2人以上で支援金を出す。 

・役場に意見・質問・要望ボックスをつくる。（行事を増やしてほしいなど

の要望） 

・自然を他の町より工夫して守る。 

農業 
・学校で畑をつくる。 

・小・中・高の行事に農業を手伝う行事を入れる。 

バイト 
・高校生の日雇いバイトをつくる。 

・七戸高校のバイトをいつでもOK にして、経営困難の店で働かせる。 

 

 


